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◆
租
税
の
罰
則
の
見
直
し 

 

不
申
告
に
関
す
る
過
料
３
万
円
以 

下
を
10
万
円
以
下
に
引
き
上
げ 

      

◆
適
用
期
限
の
延
長 

 

①
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得

に
か
か
る
市
民
税
の
免
税
制
度
の
期

間
延
長 

 

平
成
24
年
度
ま
で 

→ 
 

平
成
27
年
度
ま
で 

②
上
場
株
式
等
の
配
当
及
譲
渡
所
得

に
か
か
る
税
率
10
％
（
本
則
20
％
）

の
軽
減
税
率
の
適
用
の
延
長 

  

平
成
23
年
12
月
31
日
ま
で 

→ 

 

平
成
25
年
12
月
31
日
ま
で 

 

③
非
課
税
口
座
内
少
額
上
場
株
式
等

の
譲
渡
に
か
か
る
配
当
及
び
譲
渡
所

得
等
の
非
課
税
措
置
導
入
時
期
の
延

長 

 

平
成
25
年
度
か
ら
→
平
成
27
年
度

か
ら
（
少
額
の
人
に
は
非
課
税
措
置
が

先
延
ば
し
に
な
っ
て
い
ま
す
） 

 

平
成
22
年
度
決
算
認
定 

木
村
静
枝
議
員
、
次
の
８
点
に 

つ
い
て
反
対
討
論 

  

①
市
税 

 
徴
収
率 

91
・
８
％ 

（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
０
・
５
％
） 

滞
納
額 
５
億
５
千
万
円 

滞
納
者
に
対
す
る
差
し
押
さ
え
項
目 

と
件
数 

 
 

給
与
１ 

年
金
１ 

不
動
産
42 

 
 

普
通
預
金
11 

抵
当
権
設
定
１ 

 
 

原
子
力
立
地
給
付
金
10 

 
 

所
得
税
還
付
金
１ 

  

庶
民
の
税
金
は
高
く
な
る
ば
か
り
、

仕
事
や
給
料
も
減
っ
て
税
金
を
納
め

ら
れ
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
滞
納

金
の
取
り
立
て
も
厳
し
く
な
る
ば
か

り
で
、
取
れ
る
も
の
か
ら
は
何
で
も
取

っ
て
い
ま
す
。 

 

②
職
員
削
減 
  

目
標
４
９
２
人
に
対
し
実
施
４
８

９
人
（
３
人
超
過
達
成
） 

 

市
職
員
を
平
成
25
年
度
ま
で
に
４

８
３
人
に
す
る
計
画
で
す
が
、
早
い
ス

ピ
ー
ド
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
非
正
規
職
員
が
増
え
て
い
ま

す
。
し
か
も
保
育
所
、
福
祉
施
設
な
ど

住
民
に
一
番
近
い
職
場
に
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
保
育
所
の
正
規
職
員
は
わ

ず
か
27
％
で
、
非
正
規
や
パ
ー
ト
が

73
％
も
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
よ

い
保
育
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

国
は
正
規
職
員
を
削
減
し
、
非
正
規

化
と
民
間
委
託
、
民
営
化
を
押
し
つ
け

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
い
ま
す
。 

 

③
就
学
奨
励
事
業 

  

準
要
保
護
児
に
対
す
る
国
庫
支
出

金
は
ゼ
ロ
で
す
。
要
保
護
家
庭
へ
の
就

学
援
助
費
も
半
分
に
削
ら
れ
、
実
質
的

に
は
生
活
保
護
世
帯
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

生
活
保
護
を
申
請
し
た
件
数
は
80

件
で
す
が
、
保
護
開
始
と
な
っ
た
の
は

39
件
で
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
制
度
の

水
準
も
切
り
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

④
学
校
の
耐
震
化
率 

  

茨
城
県
は
60
％
で
全
国
下
か
ら
３

番
目
と
い
う
低
さ
で
す
。
那
珂
市
も

60
％
で
、
幼
稚
園
は
０
％
で
す
。 

 

東
日
本
大

震
災
で
後
台

と
横
掘
の
幼

稚
園
が
使
え

な
く
な
り
ま

し
た
。 

 

⑤
国
民
健
康
保
険 

 

滞
納
額
７
億
円
、
収
納
率
86
・
７
％ 

（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
２
％
） 

資
格
証
明
書
発
行
（
保
険
証
取
り
上
げ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
３
世
帯 

短
期
保
険
証
発
行
（
１
か
月
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

６
１
３
世
帯 

 

国
保
会
計
は
決
算
で
１
億
２
千
万

円
の
黒
字
の
他
、
基
金
が
３
億
円
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
取
り
崩
せ
ば
国
保
税
を

安
く
で
き
ま
す
。
ま
た
、
減
免
制
度
を

適
用
し
て
誰
も
が
保
険
証
を
持
て
る

よ
う
に
す
べ
き
で
す
。 

 

⑥
後
期
高
齢
者
医
療
保
険 

  

東
日
本
大
震
災
で
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
減
免
を
申
請
し
た
人
は
１

０
２
人
で
、
茨
城
県
で
は
11
番
目
に

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

年
齢
で
人
間
を
差
別
す
る
こ
の
制

度
は
即
刻
廃
止
す
べ
き
で
す
。 
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９
月
議
会 

税制改正に木村静枝議員は反対！ 

市
民
税
・
固
定
資
産
税 

軽
自
動
車
税 

た
ば
こ
税 

特
別
土
地
保
有
税 



⑦
介
護
保
険 

  
 

滞
納
額
（
普
通
徴
収
） 

 
 
 
 

１
９
６
４
万
円
（２
６
６
人
） 

  

年
金
か
ら
天
引
き
で
き
な
い
ほ
ど

収
入
の
低
い
人
た
ち
は
介
護
保
険
料

が
納
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

ま
た
、
き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
て

い
る
人
で
も
介
護
施
設
が
不
足
し
て

お
り
、
特
別
擁
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機

者
は
那
珂
市
で
１
０
０
人
以
上
、
数
年

ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

介
護
施
設
の
半
数
以
上
が
職
員
不
足

で
、
十
分
な
介
護
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
介
護
度
の
低
い
人
か
ら
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
取
り
上
げ
る
制
度
改
悪
が
進

ん
で
い
ま
す
。 

 

⑧
水
道
事
業 

  
 

営
業
利
益
１
億
５
千
万
円 

 
 

未
処
分
利
益
９
４
５
５
万
円 

  

水
道
水
利
用
は
前
年
比
１
７
３
万

円
減
っ
て
い
ま
す
。
無
駄
な
八
ッ
場
ダ

ム
開
発
な
ど
を
や
め
、
県
水
を
安
く
す

れ
ば
水
道
料
金
を
安
く
で
き
ま
す
。 

 

県
に
は
引
き
続
き
引
き
下
げ
を
要

求
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

 

･･････････････････ 
 

《
請
願
・
陳
情
》 

 

▼
早
期
の
学
校
耐
震
化
及
び
教
育
復 

 

興
を
求
め
る
請
願
…
『
採
択
』 

▼
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願 

 

…
『
採
択
』 

▼
中
里
公
民
館
復
興
支
援
に
関
す
る 

 

陳
情
書
…
『
不
採
択
』 

▼
八
ッ
場
ダ
ム
等
水
源
開
発
の
検
証 

 

検
討
に
つ
い
て
の
請
願
…
『
不
採 

 

択
』 

･･････････････････ 
 

１
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た 

上
菅
谷
駅
前
通
り 

 
 

６
月
の
議
会
で
上

菅
谷
駅
前
通
り
の
活

性
化
を
要
求
し
て
い

ま
し
た
が
、
10

月
２

日
（
日
）
、
早
速
実
現

し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
う
す
曇 

り
の
活
動
し
や
す
い
天
気
で
し
た
の

で
、
市
内
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
市
町

村
か
ら
も
大
勢
の
人
が
集
ま
り
、
大
変

な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
運
営
ス
タ
ッ
フ

は
新
聞
紙
上
で
「
地
域
全
体
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
い
う
動
き
に
火
が
つ
い
た
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。
今
後
２
か
月
ご
と

の
第
一
日
曜
日
に
歩
行
者
天
国
の
イ

ベ
ン
ト
「
サ
ス
ガ
・
カ
ミ
ス
ガ
」
を
続

け
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

放
射
線
測
定
器
購
入 

  
 
 

モ
ニ
タ
線
量
計
28
台 

 
 
 

（
７
１
２
万
１
千
円
） 

・
公
共
施
設
や
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小 

 

中
学
校
に
配
置 

・
１
台
は
給
食
食
材
を
測
定
す
る
目 

 

的
で
那
珂
給
食
セ
ン
タ
ー
に
配
置 

・
市
民
に
も
貸
し
出
す
（
３
台
） 

      

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

で
市
の
活
性
化
を 

―
― 

那
珂
市
は
太
陽
光
発
電 

や
バ
イ
オ
マ
ス
で 

  

石
炭
や
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
は

二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
、
地
球
を
破
壊

す
る
。
原
発
は
放
射
能
を
放
出
し
、
人

間
を
も
破
壊
す
る
。
福
島
原
発
事
故
に

よ
り
、
今
後
何
十
年
も
何
百
年
も
放
射

能
と
闘
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
後
は
、
再
生
が
可
能
で
、
人

間
に
も
自
然
に
も
害
を
も
た
ら
さ
な

い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

太
陽
光
、
風
力
な
ど
で
起
こ
し
た
電

気
を
固
定
価
格
で
電
力
会
社
が
買
い

取
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
買
い
取
り
法
案
」
が
８
月

に
国
会
で
可
決
し
ま
し
た
。 

 

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県

内
の
14
自
治
体
が
す
で
に
独
自
の
助

成
制
度
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。 

 

木
村
議
員
は
「
那
珂
市
で
も
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
家
庭
に
は
補
助

を
す
る
助
成
制
度
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
」
と
要
求
し
ま
し
た
。 

 

市
民
生
活
部
長
は
「
非
常
に
厳
し
い

財
政
状
況
で
、
新
規
事
業
に
つ
い
て
は

抑
制
し
て
い
る
。
現
在
あ
る
国
の
補
助

制
度
に
つ
い
て
、
市
民
に
周
知
を
し
て

い
き
た
い
」
と
気
の
な
い
答
弁
で
し

た
。 

 

木
村
議
員
は
「
那
珂
市
は
向
山
工
業

団
地
な
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
広
い
土

地
が
あ
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
利
用

し
て
、
太
陽
光
発
電
を
す
れ
ば
、
市
の

財
政
も
う
る
お
う
し
、
雇
用
も
う
ま
れ

る
。
岩
手
県
葛
巻
町
は
風
も
太
陽
も
牛

ふ
ん
も
利
用
し
て
、
町
全
世
帯
の
６
倍

も
の
発
電
を
し
て
い
る
。
何
も
な
か
っ

た
山
の
町
が
大
変
な
変
わ
り
よ
う
で
、

葛
巻
町
の
人
々
は
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
町
を
誇
り
に
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
那
珂
市
も
本
気
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

市
民
生
活
部
長
は
「
国
は
ま
だ
具
体

的
な
内
容
を
示
し
て
い
な
い
。
内
容
が

見
え
る
よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
、
市
と

し
て
も
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
注
視

し
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
く
ま
で
も
国
頼
み
だ
け
で
、
市
独

自
の
政
策
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

市
長
は
「
電
力
は
地
産
地
消
の
方
向

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
太
陽
光
に

つ
い
て
は
、
発
電
コ
ス
ト
が
一
番
高
い

の
で
、
国
か
ら
の
補
助
が
な
け
れ
ば
難

し
い
。
費
用
対
効
果
か
ら
み
て
非
常
に

低
い
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。
別
な
方
法
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
考
え
て

い
き
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 

福
島
原
発
事
故
で
故
郷
を
奪
わ
れ
、

人
生
ま
で
も
く
る
わ
さ
れ
て
し
ま
っ

た
人
た
ち
の
こ
と
を
思
え
ば
、
「
コ
ス

ト
」
だ
け
で
決
め
て
い
い
は
ず
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
よ
く
考
え
、
那
珂
市

を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
先
進
地
に
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

那
珂
市
豊
喰
の
県
中
央
水
道
局 

太
陽
光
発
電
設
備
（
写
真
）
。 

  

３
月
か
ら
工
事
を
始
め
、
７
月
稼
動
。
年
間

１
０
５
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
発
電
し
、
一
般
家
庭
の

３
０
０
世
帯
分
に
あ
た
る
と
の
こ
と
。
余
っ
た

電
気
は
東
電
に
売
り
、
一
か
月
約
36
万
円
の

利
益
を
得
て
い
る
と
い
い
ま
す
。 

 

 

木
村
静
枝
の 

一
般
質
問 

願い実現  


